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すでに前回までの論文で幾度か言及したことだが，George IV（George Augustus Frederick, 
1762−1830）は Prince Regent時代の 1818年 7月にフィレンツェで開催された造形芸術博覧会にエル
ギン・マーブルの複製を寄贈して，その返礼として Niobe彫像の複製を贈られている。また，1823
年には国王として，マンチェスター市立美術館にエントランス・ホールを飾る壮大な大理石像群の
複製を寄贈したりなどもしている。Westの後を継いで RA院長に就任した Sir Thomas Lawrenceは
1820年の例会における講演で，国王からアカデミーに寄贈された古代ギリシア彫刻群の複製を活用














キーツの未完の諷刺詩 ‘The Jealousies’ で 妖精王国の “Emperor Elfinan” として描かれ，世に知らぬ者
なしとされたその人である。
                   [Elfinan was] fame’d ev’rywhere
    For love of mortal women, maidens fair,






    Of a fit mould and beauty, ripe and rare,
    To pamper his slight wooing, warm yet staid:
He lov’d girls smooth as shades, but hated a mere shade.





ひとつに数えられていた。（図 1）Sir Thomas Lawrenceの筆になるおなじみの立像などは，あまりに
も控え目というか，おもね過ぎであろう。おもね過ぎといえば，1812年 3月 19日の右翼紙Morning 
Postではジョージは「民衆の栄光，現代のマエケナス，雄弁家，美しきアドニス」と歯の浮くような
賛辞で飾り立てられたのだが，Leigh Hunt はこれに噛みついた。
図 1　<A View of the R-G-T’s Bomb>  Charles Williams, August 1816
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What person, unacquainted with the true state of the case, would imagine, in reading these 
astounding eulogies, that this Glory of the People was the subject of millions of shrugs and 
reproaches!...That this Mecaenas of the Age patronized not a single deserving writer!  That this 
Breather of Eloquence could not say a few decent, extempore words...That this Conqueror of Hearts 
was the disappointer of hopes!  That this Exciter of Desire （bravo, Messieurs of the Post!） this 
Adonis in Loveliness, was a corpulent gentleman of fifty! 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Examiner, 22 Mar. 1812）
少し筆が滑りすぎたようで，ハントと弟の Johnはそれぞれ罰金 500ポンドと 2年間の禁固刑に処
せられた。いっぽう，Shelleyはこの巨躯と驕慢を揶揄して Swellfoot, the Tyrantなる諷刺詩を物して
いる。Animal Farmの Napoleonよろしく，豚の王国 Thebesを支配する「膨れ脚の君」が「空腹」
（Famine）の祭壇に奉ずる祈願は次のように始まる。
THOU supreme Goddess! By whose power divine
These graceful limbs are clothed in proud array
    （He contemplates himself with satisfaction.）
Of gold and purple, and this kingly paunch
Swells like a sail before a favouring breeze,
And these most sacred nether promontories
Lie satisfied with layers of fat.
                                                               （I, 1−6）
「膨れ脚の君」の悪行の数々は後段で検証するとして，Lambの諷刺もまたキツイ。Examiner紙
上（15 Mar. 1812）で海の怪物にたとえられた皇太子と，彼を “Prinnie” などと呼ぶ「取り巻きども」
（“toadies”, Bury I 209）には，皇太子ともども最初から最後まで強烈なパンチが浴びせられる。
Not a mightier whale than this
In the vast Atlantic is;
Not a fatter fish than he
Flounders round the polar sea.
                     .....
Every fish of generous kind
Scuds aside, or slinks behind;
But about his presence keep
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All the Monsters of the Deep;
Mermaids, with their tails and singing
His delighted fancy stinging.
とどめは，次の一撃。
By his bulk and by his size,
By his oily qualities,
This （or else my eyesight fails）
This should be the PRINCE OF WHALES.
                               （‘The Triumph of the Whale’ 3−6, 13−18, 49−52）











る “foppish idol” だけにとどまる男ではなかった。Scottや Jane Austenの熱烈な愛読者でもあったよ
うに（スコットは国王が 1822年にスコットランドを訪れたおりには盛大な歓迎の宴を張った），文学
を愛し，父親が残した蔵書をもとに British Libraryの基礎となる King’s Libraryを開設した。また，
みずからは Reynolds や Gainsboroughのパトロンでもあったのだが，これまた同時代に美術界のパ
トロンとして際立っていた Angerstein の死後には，Rubens, Rembrandt, Titian, Hogarth, Turnerなど
を含む 40点ほどの絵画コレクションを 57,000ポンドで政府に買わせ，1824年に開館する National 
Galleryの基礎を築いている。






古くは Christopher Wren （1632−1723），James Gibbs （1682−1754），Robert （1728−92）と James 
図 3　<Non Commission Officers Embarking for Botany Bay>  John Boyne, November 1786
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（1730−94） の Adam兄弟，その後は Sir John Soane （1753−1837） やWilliam Wilkins （1778−1839） な
ど，個々の優れた建築家を輩出したとはいえ，ロンドンはパリやローマ，ペテルスブルグなどの大
都市とは異なり，為政者や建築家により優れて統率のとれた都市計画が提案されたことはなかった。









（Weinreb 644−45） 現在もなお壮麗なたたずまいを見せる東側道路沿いの stucco 仕上げの Cumberland 
Terraceや南側の Park Crescentなどは，その典型的な例である。リージェンツ・パークを出て Park 
Squareを抜け Park Crescent を経て，Portland Placeから Langham Placeを経て Oxford Circus抜け
ると，その先の Regent Streetは西側に Quadrantと呼ばれる優雅な曲線を描いて Piccadilly Circusへ
とつながり，Lower Regent Street を通り Pall Mallのカールトン・ハウスにいたる，この 1マイル半
ほどの直線と曲線を巧みに組み合わせたものが ceremonial routeと呼ばれる新道であった。（図 4） こ
れにより，マリルボン地区とウェストミンスターが一本の道路で結ばれ，交通混雑の緩和と経済活動
の活性化がはかられることになった。通り沿いの建物も含めて一連の造営事業は，おおむね 1817年
から 23年のあいだにすべて完成され，いわゆる rus in urbeを理想とする都市計画の具現化となった。
ところが，1820年代の後半にジョージがカールトン・ハウスを取り壊して Buckingham Palaceに














さて，手許に Lady Charlotte Buryという女性の日記がある。母親譲りの美貌で知られたこの女性
は第五代 Argyll公 Johnの娘で，ジョージの妃 Princess Carolineの女官を二十年近く務めていた。彼
女は女官としての一流の教養を身につけており，Monk Lewisや考古学者で旅行家のWilliam Gell，





When I resign this world so briary,
To have across the Styx my ferrying,
O, may I die without a DIARY
And be interr’d without a BURY-ing.
             ――――――――
図 4
132 プリンス・リージェントの功罪とキャロライン裁判の顛末（ I）（西山）
The poor dear dead have been laid out in vain,
Turn’d into cash, they are laid out again!
                                                 （‘The Last Wish’）
彼女の母親は，ジョージ三世の妃となる Queen Charlotteがドイツから嫁いでくるおりに介添役
を務めた女性であり，その縁あって彼女の名前は王妃から与えられたものであった。母親譲りの美
貌でその名を知られていたが，1861年に亡くなるまでこの日記のほかにも Self Indulgence （1812） や 




ジョージ四世が当代きっての洒落者，道楽者としての名をほしいままにした Prince of Wales 時代か





は，1806年 7月 14日付で The Reportと呼ばれる報告書が国王に提出されたことによる。この報告書
の出所となったのは，当時すでにジョージと別居していたキャロラインの不品行と，その結果として




言も収録した The Bookとして，1813年にトーリーの首相 Spencer Perceval名で出版された。ただし，
パーシバルは前年の 5月 11日に狂人の手にかかり庶民院議場入口で殺害されたため，これは死後出
版となった。





















































ナポレオン率いるフランス軍の砲火が響くなか，大陸を縦断すべく 1794年 12月 29日に故郷ドイ
ツのブランズウィックをあとにしてキャロラインはイギリスに向かった。‘The Jealousies’ （以下，J.） 
では，故国で我の強いおてんば娘として鳴らしていたキャロラインの姿を彷彿させる筆致で，エル
フィナンの許に嫁ぎゆく Bellanaineの旅路での様子が描かれている。
    And so she journey’d, sleeping or awake,
    Save when, for healthful exercise and air,
    She chose to “promener à l’aile,” or take
A pigeon’s somerset, for sport or change’s sake. 
                                                                 （42−45）
ブランズウィックの彼女を迎えに国王から派遣された（“fluttering embassy”, J. 28）のは
Malmesbury 男爵（のち伯爵）James Harrisだったが，彼はかつて Frederick the Great of Prussiaや
Catherine the Great of Russiaの宮廷に仕えた外交官であり，キャロラインの侍従役を務めることにも
なった。（Robins 5） 悪天候や戦火のために旅程は大幅に遅れたのだが，ともかくも 1795年 4月 5日






























































て知られるこの調査の報告書 The Book は，四名からなる委員の署名入りで 1806年 7月 14日付で提
出された。すなわち，大法官 Erskine男爵，故ダイアナ妃の父方の祖先たる内務大臣 Spencer 伯爵，
首相 Grenville男爵，首席裁判官 Ellenborough男爵の四人だったが，これほどの著名人で構成される
委員会は，当代まず見当たらないとされた。J の 109～ 117行では，この報告書は Crafticantの手に
より以下のように記載されたことになっている。
There he says plainly that she loved a man!
That she aroud him flutter’d, flirted, toy’d,
Before her marriage with great Elfinan;
That after marriage too, she never joy’d
In husband’s company, but still employ’d
Her wits to ’scape away to Angle-land;
Where liv’d the youth, who worried and annoy’d
Her tender heart, and its warm ardours fann’d





肖像を描いたために，不義の相手とも噂された Sir Thomas Lawrenceの宣誓証言も収められているが，
そもそもキャロラインの不義にかかわる話は，モンタギュー・ハウスに頻繁に出入りしていた人びと

















会った日［1802年 10月 30日か 31日］から二日後に生まれた」とのことであった。ダグラス卿の証





か，キャロラインがWilkinと呼んでいたこの「私生児」は本名をWilliam といい，1802年 7月 11日













1813年 2月中旬には，パーシバルによってジョージに不利な証拠と証言の盛り込まれた The Bookが，
政権への夢を断たれたホイッグの側からついに公刊された。刊行に先立つ 2月 3日には，先に挙げた
ラムの ‘Prince of Whales’ など一連の皇太子批判の記事を掲載したかどで起訴された John と Leighの
Hunt兄弟に二年の禁固刑が言い渡されているが，刊行の話が公にされていれば二人への判決も覆っ
ていたことだろう。（Roe 180）







た。新たな審議は 1820年 8月 17日から貴族院において審議が始まることになるのだが，実質的に，
これはキャロラインの弾劾裁判に等しいものだった。（以下，次号）
（出典，参考文献等は，次号末尾にまとめて掲載）
